
　
大
阪
南
部
に
位
置
す
る
私
立
初
芝
富と

ん

田だ

林ば
や
し

中
学
校
・

高
校
で
は
、
２
０
１
８
年
４
月
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

ま
で
の
学
校
改
革
で
定
評
の
あ
る
平
井
正
朗
氏
を
校
長

に
迎
え
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
抜
本
的
に
見
直
す
大

改
革
に
踏
み
切
っ
た
。

　
１
９
８
４
年
に
開
校
し
た
同
校
の
歴
史
は
、
波
乱
の

連
続
だ
っ
た
と
い
う
。
通
学
の
利
便
性
の
影
響
も
あ
り
、

生
徒
募
集
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
創
立
後
数
年
は
学

力
に
課
題
が
あ
る
状
況
が
続
い
た
が
、
規
律
を
重
ん
じ

る
生
徒
指
導
・
学
習
指
導
に
よ
り
、
次
第
に
大
学
進
学

実
績
が
向
上
し
、
近
畿
地
方
有
数
の
進
学
校
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
は
同
校
が
大
切
に
し
て

大阪府・私立初芝高等学校富田
林学舎（分校）として開校。校
訓に「誠実剛毅」、教育目標に「一
人ひとりの未来へとつながる夢
を実現する」を掲げ、知・徳・
体のバランスのとれた人間力の
育成に力を入れている。

設立 １９８４（昭和５９）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約３３０人

２０１８年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東北大、東京大、
大阪大、神戸大、大阪府立大、大阪市立大、和歌山県立医科大など
に 63 人が合格。私立大は、上智大、中央大、明治大、早稲田大、同
志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ 648 人が合格。

住所 〒５８４ー００５８　大阪府富田林市彼方１８０１

電話 ０７２１ー３４ー１０１０

Web site  http://www.hatsushiba.ed.jp/tondabayashi/

No.248

P R O F I L E

進
学
実
績
の
低
下
へ
の
危
機
感
か
ら
、

抜
本
的
な
学
校
改
革
に
踏
み
切
る

「
チ
ー
ム
初は

つ

富と

ん

」の
精
神
と
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
の
力
で
、目
指
す
は

第
１
志
望
決
定
率
１
０
０
％

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富と

ん

田だ

林ば
や
し

中
学
校
・
高
校

学
校
改
革

変革のステップ

• 志願者が減少しており、大学進学実績が低下した

背景と課題

実践内容

•「チーム初
はつ

富
とん

」を意識し、各分掌でリーダーを中心
に改革に取り組む教師が増加

•生徒と教師のコミュニケーションが深まった

•校務の効率的運営に向け、校内組織を再編　エン
ロールメント・マネジメントを基盤にしたＰＤＣＡサ
イクル定着に向け、「分権型リーダーシップ」を実践

•校塾連携の強化　学習塾や予備校などの教育関連
企業との連携を密にし、生徒個々の進路実現に向
けて協働する体制づくりを進めた

•進路指導の改善　「第１志望決定率１００％」を目
標に掲げ、妥当性・信頼性・客観性の伴うシラバス
化を基盤とした教育実践と学校評価、変容しつつあ
る大学研究の一助としてのＯＪＴとＯｆｆ─ＪＴを強化

•大学入試改革と次期学習指導要領への対応　「カ
リキュラム・マネジメント委員会」を軸とした新教
育課程策定と授業改善への取り組みを推進

成果と展望
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き
た
「
規
律
あ
る
指
導
」
を
窮
屈
に
感
じ
る
生
徒
・
保

護
者
が
増
え
始
め
、
志
願
者
数
が
減
少
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
開
校
時
か
ら
同
校
に
勤
務
す
る
生
徒
指
導
部

長
の
坂
本
学
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「生
徒
に
も
保
護
者
に
も
本
校
の
方
針
に
共
感
し

て
も
ら
え
た
時
に
は
、
学
校
が
一
気
に
伸
び
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
辺
校
に
比
べ
て

『
規
律
の
厳
し
い
学
校
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
次
第

に
広
ま
り
、『
自
分
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
し
た
い
』『
も

っ
と
部
活
動
を
楽
し
み
た
い
』
と
い
っ
た
生
徒
が
本

校
を
敬
遠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
中
学
校
で
定
員
割
れ
に
至
る
年
度
も
出
始
め
、
大
学

進
学
実
績
が
低
迷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
様
々
な
改
革

を
行
っ
た
が
、
思
う
よ
う
な
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

と
、
進
路
指
導
部
長
の
中
島
伸
一
先
生
は
話
す
。

　「教
師
の
多
く
が
『
学
校
を
変
え
た
い
が
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
』
と
い
う
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
他
校
で
の

指
導
経
験
が
な
く
、
ど
う
し
て
も
我
流
に
陥
り
が
ち

で
し
た
。
全
面
的
に
取
り
組
み
を
見
直
し
、
原
点
に

立
ち
返
っ
て
学
校
を
再
構
築
し
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
し
た
」

　
平
井
校
長
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
立
命
館
グ
ル
ー
プ
の

学
校
と
し
て
、
か
つ
て
の
進
学
校
へ
の
返
り
咲
き
を
ス

テ
ッ
プ
に
、
新
た
な
教
育
を
創
造
す
る
超
進
学
校
づ
く

り
に
あ
る
と
い
う
。
平
井
校
長
の
所
信
表
明
は
、「
超

進
学
校
化
宣
言
」
だ
が
、
大
学
を
「
優
れ
た
教
授
陣
に

よ
る
最
先
端
の
講
義
、
充
実
し
た
研
究
環
境
、
全
国
か

ら
集
ま
る
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、
人
間
的
に
成
長

す
る
の
と
同
時
に
、
幅
広
い
教
養
や
高
度
な
専
門
性
を

身
に
つ
け
、
社
会
に
通
用
す
る
ス
キ
ル
を
磨
く
場
」
と

位
置
づ
け
、
進
学
指
導
の
方
向
性
と
し
て
「
現
状
の
学

力
で
合
格
で
き
る
大
学
を
受
験
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

よ
り
高
い
志
望
を
持
た
せ
、
生
徒
個
々
の
『
伸
び
の
実

感
』
を
体
感
さ
せ
、
本
当
に
入
学
し
た
い
大
学
に
挑
戦

さ
せ
、
合
格
さ
せ
る
こ
と
」
と
し
、「
第
１
志
望
決
定

率 （
進
路
満
足
度
）
１
０
０
％
」
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　「カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
幅
改
訂
で
は
、
一
昔
前
の

進
学
校
化
し
た
学
校
に
見
ら
れ
る
授
業
時
間
の
多
さ

や
、
過
重
な
放
課
後
補
習
と
い
っ
た
『
つ
め
こ
み
』

は
撤
廃
し
ま
し
た
。
成
績
上
位
層
の
生
徒
は
、
自
律

学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
、学
習
意
欲
も
高
い
の
で
、

必
要
以
上
の
課
題
は
受
験
勉
強
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
中
下
位
層
の
生
徒
こ
そ
学
び
方
を
知
ら
ず
、
学

習
意
欲
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
手
厚
い
指
導
が
不
可

欠
な
の
で
す
。
本
校
の
場
合
、
課
題
や
定
期
考
査
に

追
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
処
理
す
る
の
で
精
い
っ
ぱ
い
、

反
復
練
習
に
よ
る
基
礎
学
力
の
定
着
や
活
用
力
の
育

成
が
不
十
分
に
な
り
、
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。
定
着
度
で
は
な
く
、『
量
』
の
処
理
に
追
わ
れ

る
と
い
う
体
質
の
改
善
が
急
務
で
す
」（
平
井
校
長
）

　
そ
う
し
た
方
針
の
下
、
同
校
を
経
営
す
る
学
校
法
人
・

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
教
師
が
役
割
を

分
担
し
、校
務
の
効
率
化
を
推
進

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校
教
頭

菖
蒲
育
弘
　し
ょ
う
ぶ
・
い
く
ひ
ろ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
32
年
目
。「
一
人

ひ
と
り
の
生
徒
に
寄
り
添
い
、
授
業
を
通
じ
て
学
ぶ

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校
校
長

平
井
正
朗
　ひ
ら
い
・
ま
さ
あ
き

私
学
教
育
一
筋
、
斬
新
な
組
織
的
学
校
改
革
で
Ｖ
字

回
復
さ
せ
る
手
腕
は
有
名
。
私
立
中
高
の
学
校
経
営

や
英
語
教
育
に
精
通
し
、
多
く
の
要
職
を
歴
任
。

大
阪
初
芝
学
園
教
学
担
当
常
務
理
事

小
畑
力
人
　お
ば
た
・
り
き
と

立
命
館
大
学
の
入
試
部
長
と
し
て
入
試
改
革
を
行
い
、

４
万
人
か
ら
10
万
人
入
試
を
達
成
。
和
歌
山
大
学
副

学
長
、
追
手
門
学
院
大
学
教
授
等
を
経
て
、
現
職
。

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校
事
務
長

岡
　秀
吉
　お
か
・
ひ
で
よ
し

同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
入
試
対
策
本
部
長
。「
保

護
者
と
の
連
絡
・
伝
達
な
ど
、
先
生
方
と
協
力
し
て

教
育
活
動
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
」

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校

竹
内
鉄
二
　た
け
う
ち
・
て
つ
じ

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。
研
究
開

発
部
長
。「
な
り
た
い
自
分
を
常
に
思
い
描
き
、
そ
れ

を
誠
実
に
求
め
る
こ
と
の
価
値
を
伝
え
続
け
た
い
」

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校

中
島
伸
一
　な
か
じ
ま
・
し
ん
い
ち

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。
進
路
指

導
部
長
。「
自
分
の
頭
で
思
考
し
、
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
間
を
育
て
た
い
」

大
阪
初
芝
学
園

薮
内
靖
郎
　や
ぶ
う
ち
・
や
す
お

教
学
部
副
部
長
。「『
生
徒
と
と
も
に
、生
徒
の
た
め
に
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
学
び
続
け
た
い
」

大
阪
府
・
私
立
初
芝
富
田
林
中
学
校
・
高
校

坂
本
　学
　さ
か
も
と
・
ま
な
ぶ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
33
年
目
。
教
頭
補

佐
兼
生
徒
指
導
部
長
。「
礼
儀
を
重
ん
じ
、
感
謝
と

敬
意
を
持
っ
て
相
手
と
接
す
る
生
徒
に
育
て
た
い
」

 August  201837

Q8-577-000 2018 年度　VIEW21高校版 8月号 36頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
07/25
引寺

念
校
08/03
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−Q8-577-000 2018 年度　VIEW21高校版 8月号 37頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
07/25
引寺

念
校
08/03
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P036-039_view21koukou-8g.indd   37 18/08/03   16:03



大
阪
初
芝
学
園
の
小
畑
力
人
教
学
担
当
常
務
理
事
と
二

人
三
脚
で
、
改
革
を
始
め
た
（
図
）。

　
１
つ
め
は
、
校
務
の
効
率
化
で
あ
り
、
校
内
で
分
担
・

協
力
し
て
学
校
改
革
を
推
進
す
る
「
分
権
型
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
校
内
組
織
の
再
編
に

取
り
組
ん
だ
。
例
え
ば
、
す
べ
て
の
分
掌
を
総
括
し
、

重
要
事
項
を
審
議
す
る
部
署
と
し
て
、
平
井
校
長
自
ら

委
員
長
と
な
る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委

員
会
」
を
設
置
し
、
率そ

っ

先せ
ん

垂す
い

範は
ん

、
陣じ

ん

頭と
う

指し

揮き

を
執
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
委
員
会
」「
理

数
教
育
推
進
委
員
会
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
」

な
ど
を
新
設
。
校
内
で
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
ミ

ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
も
努
め
て
い
る
。

　「校
務
固
定
に
よ
る
硬
直
化
を
防
止
す
べ
く
、
目

標
管
理
制
度
を
通
じ
て
校
務
の
有
機
的
結
合
を
図

り
、
社
会
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
単
年
度
積
み
上
げ
ス
パ
ン
の
運
営

か
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
目
標
設
定
に
切
り
替
え

る
と
と
も
に
、
事
前
管
理
を
徹
底
し
、
前
年
踏
襲
や

相
互
不
干
渉
と
い
っ
た
体
質
の
排
除
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
融

合
さ
せ
、
全
体
最
適
の
協
働
的
職
場
風
土
に
変
容
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
各
分
掌
の
仕
事
や
教
科
指

導
は
、
教
師
個
人
の
力
量
に
頼
り
が
ち
な
の
で
、
各

分
掌
や
学
校
全
体
の
結
び
つ
き
を
強
め
、『
チ
ー
ム

初は
つ

富と
ん

』
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
か
ら
若
手
教

師
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
も
進
み
、
一
丸
と
な
っ
て

動
き
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
」（
平
井
校
長
）

　
校
内
研
究
・
研
修
を
推
進
す
る
部
署
と
し
て
新
設
し

た
の
が
、「
研
究
開
発
部
」
だ
。
現
在
は
、
部
長
の
竹

内
鉄
二
先
生
を
始
め
と
す
る
４
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、
学

校
内
外
か
ら
優
れ
た
授
業
実
践
の
事
例
を
集
め
、「
研

究
開
発
部
通
信
」
で
紹
介
し
た
り
、
撮
影
し
た
授
業
の

動
画
を
短
く
編
集
し
、
そ
れ
を
校
内
で
共
有
し
た
り
し

て
、
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　「本
校
は
、
以
前
は
外
部
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入

れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

情
報
収
集
に
力
を
入
れ
、
多
く
の
先
生
の
目
に
触
れ

る
よ
う
、配
信
方
法
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

授
業
改
善
に
悩
む
先
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
予
定
で
す
」（
竹
内
先
生
）

　
学
校
全
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、

事
務
室
と
各
分
掌
の
連
携
も
強
化
し
た
。
岡
秀
吉
事
務

長
は
、
改
革
の
現
状
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「事
務
室
で
は
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
力
の
向
上
』
を
目

標
に
掲
げ
、
適
切
な
情
報
提
供
に
よ
る
保
護
者
満
足

度
の
向
上
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重
視
、
入
試
部

と
連
携
し
た
生
徒
募
集
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
学
校
改
革
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
事
務
職

員
と
先
生
方
が
対
等
な
立
場
で
合
意
形
成
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
各
分
掌
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　
２
つ
め
の
柱
は
、
中
学
校
に
お
け
る
定
員
割
れ
を
解

消
す
る
た
め
の
、
校
塾
連
携
の
推
進
だ
。
地
域
の
塾
を

訪
問
し
て
学
校
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
塾
関
係
者
を

学
校
に
招
き
、
学
校
改
革
の
構
想
や
中
学
校
入
試
に
つ

い
て
説
明
す
る
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い
る
。
特
に
、

「
校
長
ブ
ロ
グ
」（
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
は

圧
巻
だ
。
ま
た
、
平
井
校
長
は
、
用
事
が
な
い
限
り
、

毎
朝
、
バ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
生
徒
を
出
迎
え
る
。
校

長
室
の
ド
ア
も
基
本
的
に
開
放
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
と

頻
繁
に
話
せ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
塾
へ
の
配
布

資
料
に
は
、
ク
ラ
ス
別
、
学
部
別
・
系
統
別
に
分
け
て

大
学
進
学
実
績
を
記
載
す
る
な
ど
、
読
み
や
す
く
な
る

①進路指導の方向性：第１志望決定率（進路満足度）100％へのアプローチ
→「Will Frontier」コース：国公立大学［中堅〜難関］。主に大阪府立大学、大阪

市立大学レベル。成績上位層は、東京大学、京都大学、医学部医学科
→「未来創造」コース：国公立大学［中堅］＋有名私立大学。成績上位層は大阪

府立大学、大阪市立大学レベル。私立大学は関関同立〜中堅レベル。指定校
推薦も活用

②授業改善：「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）への質的転換
→公開（研究）授業（ＰＢＬ〈※１〉型授業など）、校内研修、ＩＣＴ化（電子黒板・

タブレットの活用）、「研究開発部通信」、Ｏｆｆ─ＪＴなど
③探究型学習カリキュラム：主体的に社会の変化や問題点を捉え、解決する力
→高校１年次：「探究総合」、中学３年次：「クエスト・カップ」、探究朝活、中学

２年次：「クエスト・カップ」の事前学習
④英語教育・国際教育：４技能のバランス、コミュニケーション力、異文化理解力
→中学２〜３年次のオンライン英会話、ネイティブ教師による「英語で英語の授業」、

オックスフォード大学短期留学、エンパワーメントプログラムなど

※１　「Problem Based Learning」もしくは「Project Based Learning」の略。問題解決
型学習。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊学校資料を基に編集部で作成

学校改革で実現を目指す、教育活動の特色化　図

指
導
力
の
向
上
を
推
進
す
べ
く
、

学
校
内
外
の
優
れ
た
授
業
実
践
を
共
有

進
路
指
導
の
改
善
の
一
環
と
し
て
、

大
学
の
実
態
を
学
ぶ
研
修
を
導
入
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よ
う
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
公
開
授
業
に

も
積
極
的
に
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
、
現
場
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
と
い
う
。

　
３
つ
め
の
柱
は
、「
第
１
志
望
決
定
率
（
進
路
満
足
度
）

１
０
０
％
」
を
目
指
す
進
路
指
導
の
確
立
だ
。
学
力
向

上
だ
け
で
は
な
く
、
学
力
と
希
望
進
路
を
踏
ま
え
、
本

当
に
行
き
た
い
大
学
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
。
志

望
校
決
定
後
は
、
全
生
徒
の
志
望
実
現
に
向
け
、
教
師

が
全
力
で
支
援
す
る
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

　「大
学
入
試
改
革
に
よ
っ
て
、
大
学
は
今
、
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
以
前

の
よ
う
に
合
格
者
数
ば
か
り
を
求
め
る
と
、
先
生
方

の
精
神
的
な
負
担
を
増
や
し
、
さ
ら
に
は
生
徒
に
も

過
剰
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
合
格
実
績
に
こ
だ
わ
る
の
で

は
な
く
、
生
徒
が
自
分
と
向
き
合
い
、『
自
分
は
何

が
し
た
い
の
か
』
を
明
確
に
意
識
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
平
井
校
長
）

　
国
公
立
大
学
や
難
関
私
立
大
学
へ
の
合
格
者
数
に
こ

だ
わ
ら
な
い
と
い
う
方
針
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、

大
学
入
試
に
対
す
る
教
師
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
。
そ

こ
で
、
月
１
回
の
職
員
会
議
を
校
内
研
修
と
併
用
し
、

内
部
か
ら
は
小
畑
常
務
と
平
井
校
長
が
、
外
部
か
ら
は

有
識
者
、
大
学
教
員
や
予
備
校
・
学
習
塾
等
か
ら
人
材

を
登
用
し
、
情
報
提
供
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
職

員
の
資
質
向
上
に
も
資
す
る
取
り
組
み
と
し
て
い
る
。

　「国
公
立
大
学
の
中
に
も
、
資
金
不
足
で
満
足
に

教
育
・
研
究
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
教
員
数
の
削
減

き
う
る
限
り
多
く
の
授
業
を
見
学
し
た
。
そ
の
中
で
、

多
忙
な
教
師
が
多
い
と
い
う
事
実
に
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
７
時
限
授
業
か
ら
６
時
限
授

業
に
で
き
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
も
計
画
中
だ
。

　「授
業
時
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、
先
生
方
は
授
業

研
究
な
ど
の
自
己
研け
ん

鑽さ
ん

の
時
間
を
確
保
し
や
す
く
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
指

導
力
が
高
ま
っ
て
い
け
ば
、
授
業
力
ア
ッ
プ
、
す
な

わ
ち
、
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
学
校
の
教
育
活
動

が
よ
り
充
実
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
が

進
め
て
い
る
『
働
き
方
改
革
』
を
率
先
し
て
行
お
う

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」（
平
井
校
長
）

　
改
革
の
成
果
は
、早
く
も
表
れ
て
い
る
。
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
の
教
師
は
、
率
先
し
て
改
革
を
牽
引
す
る
よ
う
に

な
り
、
若
手
の
教
師
の
中
に
は
、
研
究
開
発
部
の
活
動

を
通
じ
て
指
導
力
の
向
上
に
意
識
的
に
な
り
、
自
分
の

授
業
を
見
に
来
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
る
教
師
も
現
れ

た
。
そ
れ
ら
の
成
果
以
上
に
大
き
い
の
が
、
生
徒
の
変

化
だ
。
４
月
当
初
よ
り
も
表
情
が
明
る
く
な
り
、
生
徒

と
教
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
っ
て
い
る
。

　「成
否
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
授
業
力
向
上
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
先

生
方
の
地
道
な
努
力
は
い
ず
れ
実
を
結
ぶ
と
確
信
し

て
い
ま
す
」（
平
井
校
長
）

　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
教
科
指
導
・
進
路
指
導

を
再
構
築
す
る
同
校
の
改
革
に
、
今
後
も
注
目
だ
。

に
よ
っ
て
黒
字
化
を
実
現
し
た
り
し
て
い
る
大
学
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
の
国
公
立
大
学
に
入
学
し

て
も
、
そ
の
地
元
の
地
域
で
は
就
職
先
が
少
な
い
た

め
、
結
局
は
都
市
部
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
就

職
活
動
で
苦
戦
す
る
学
生
も
い
ま
す
。先
生
方
に
は
、

そ
う
し
た
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
生
徒
の
学
力
と

志
望
に
応
じ
た
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
小
畑
常
務
）

　
４
つ
め
の
柱
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
た

教
育
体
系
の
改
編
だ
。「
論
理
国
語
」「
歴
史
総
合
」
と

い
っ
た
文
系
の
新
科
目
に
つ
い
て
は
、
研
究
開
発
部
を

中
心
に
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
図
っ
て
い
く
。
一

方
、
新
教
科
「
理
数
」
に
対
応
す
る
た
め
に
、「
理
数

教
育
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
同
委
員
会
と
「
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
委
員
会
」
の
委
員
長
を
務
め
る
菖

し
ょ
う

蒲ぶ

育い
く

弘ひ
ろ

教
頭
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「理
数
教
育
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
情
報
収
集
の

段
階
で
す
が
、
今
後
は
教
務
部
と
研
究
開
発
部
、
数

学
科
・
理
科
と
連
携
し
、
本
校
独
自
の
理
数
横
断
的

な
課
題
研
究
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
な
ど
と
の
提
携
に
加
え
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
な
ど
留
学
生
が
多
い
国
内
大
学
と
も
連
携

し
、
よ
り
多
く
の
生
徒
が
海
外
の
文
化
に
触
れ
る
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
平
井
校
長
は
、
赴
任
し
て
３
か
月
ほ
ど
の
間
に
、
で

大阪府・私立初芝富田林中学校・高校

教
師
の「
働
き
方
改
革
」を
進
め
、

指
導
改
善
を
図
る
時
間
を
確
保

学
校
改
革
・
指
導
改
善
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
教
師
が
増
加
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